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はじめに
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• これから説明する内容は、「部材配置」や「建物特殊形状」の

各種パラメータをコピー＆ペーストする場合に便利な操作方法

です。

• [Shift]キー + 左クリック or 範囲選択の操作で、同じ符号・

パラメータで連続配置・編集を行うことができます。

• コピー＆ペースト（Ctrl+C→Ctrl+Vなど）と比較して、効率的

にモデル入力・編集が可能です。

効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法



［7.10.小梁－配置］の例

3効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

複製する小梁を選択します



入力項目［7.10.小梁－配置］の例

4効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

配置したい床にマウスポインターを移動し、
[Shift]キー＋左クリック



入力項目［7.10.小梁－配置］の例

5効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

選択していた小梁と同じパラメータで
小梁が配置されます



入力項目［7.10.小梁－配置］の例

6効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

[Shift]キー＋範囲選択
で範囲を指定して配置することもできます



入力項目［7.10.小梁－配置］の例

7効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

同様に小梁が配置されます



入力項目［7.2.大梁－配置－ｼﾞｮｲﾝﾄ］の例

8効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

ジョイント位置を複製する大梁を選択します



入力項目［7.2.大梁－配置－ｼﾞｮｲﾝﾄ］の例

9効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

[Shift]キー＋左クリック



入力項目［7.2.大梁－配置－ｼﾞｮｲﾝﾄ］の例

10効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

選択していた大梁のジョイント位置が
反映されます



入力項目［7.4.開口］の例

11
効率的に「同じ形状を連続して配置・編集す
る」方法

複製する開口を選択します



入力項目［7.4.開口］の例

12
効率的に「同じ形状を連続して配置・編集す
る」方法

[Shift]キー＋範囲選択



入力項目［7.4.開口］の例

13効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

選択していた開口が反映されます



「同じ形状を連続して配置する」の例外

14効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

形状や配置の異なる複数の部材を選択し
ている場合は、この操作は無効です

例）1次小梁と2次小梁を同時に選択している



コピー＆ペーストとの操作数の比較

15効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

複製するパラメータを選択する

配置・編集する部材にポインターを移動

[Ctrl]キー＋[C]キー

[Ctrl]キー＋[V]キー [Shift]キー＋左クリック

右クリック

コピー

右クリック

貼り付け

6回 4回 3回

コピー操作が不要
なことも特徴です



利用可能な項目一覧
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効率的に「同じ形状を連続して配置・編集す
る」方法

入力項目

3.1.節点移動（軸振れ）

3.2.セットバック セットバック、大梁の平行移動

3.3.節点上下移動

3.6.柱の回転

3.7.部材の寄り

3.8.梁のレベル調整

5.7.風力係数の直接入力 壁、床

[Shift]キー＋左クリック or [Shift]キー＋範囲選択 が
利用可能な入力項目を一覧表にて示します。 （※ Ver.1.1.21.1 時点）



利用可能な項目一覧

17効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

入力項目

7.1.柱（柱脚） 配置

7.2.大梁 配置

7.3.壁（スリット） 配置、スリット、重量の扱い、耐震壁

7.4.開口

7.5.鉛直ブレース 配置、偏心距離

7.6.外部袖壁 配置、傾き、重量の扱い

7.7.パラペット 配置、傾き

7.8.フレーム外雑壁 配置、重量の考慮、重量の扱い、水平剛性

7.9.片持梁 配置、傾き



利用可能な項目一覧

18効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

入力項目

7.10.小梁 配置、反転・角度、ミラー

7.11.床 配置、角度、屋根面

7.12.片持床 配置、傾き・優先度、角度、屋根面

7.13.出隅床 配置、傾き、角度、屋根面

7.14.水平ブレース 配置

7.16.木造接合部 柱、梁

8.1.特殊荷重 梁、床

8.2.節点補正重量 節点

8.6.特殊応力 初期張力、温度応力、不静定応力



利用可能な項目一覧

19効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

入力項目

8.7.応力計算用特殊荷重 各ケース、各項目

9.1.結合状態 柱、梁

10.1.支点の状態

10.2.剛床仮定の解除

10.3.多剛床の指定

13.2.杭基礎・独立基礎 配置

13.3.布基礎 配置

13.5.基礎の寄り

13.9.フレーム外杭 配置、軸力、水平力



利用可能な項目一覧

20効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法

入力項目

17.2.支承材 配置、Qh、回転

17.3.減衰材（節点配置） 配置、Qh、回転

17.4.減衰材（大梁配置） 配置、Qh

17.5.免震部材の寄り



まとめ
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• 同じ形状を連続して連続して配置・編集する場合に効率的な操

作方法を紹介しました。

• [Shift]＋左クリック、範囲選択を行うことで、コピー&ペース

トを用いずに配置・編集することが可能です。

• 例外として、形状の異なる複数の形状への操作は無効ですので、

必要に応じてコピー＆ペーストと使い分けてください。

効率的に「同じ形状を連続して配置・編集する」方法
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